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銅酸化物高温超伝導体Bi2Sr2CaCu2O8+δ単結晶のメサ構造を用いると、単色・連続かつコヒーレ

ントなテラヘルツ帯の電磁波の発振が可能である[1]。近年、従来構造にあったメサ下部の超伝導

基板を取り除いた単独メサ構造では、高い排熱性が得られ、従来構造よりも一桁程度強いテラヘ

ルツ波が観測されることが知られている[2]。 

本研究では、高排熱性を持つ単独メサの特性を理解するため[3]、対称性が高い正方形型メサに

ついて実験を行った。メサのサイズは80 × 80 × 3 μ𝑚3 でメタルマスクと Ar-ion milling を用いて

正方形の単独メサを作製し、金属膜を蒸着したサファイア基板でそのメサを挟み込むことで固定

した[3]。 

 図１はこの正方形メサから得られたスペクトル強度の周波数分布をすべての測定温度でまとめ

て示したものである。発振のスペクトルは FT-IR 分光器(日本分光製 FARIS-1)を用いて測定し、

0.38 THzから 1.74 THzの広い範囲の発振周波数を確認した。また、1.1 THzと 0.7 THz付近に強い

ピークが確認され、これらのピークは TM(1,1)モードとその高次の共振モード TM(2,2)モードで説

明できるのではないかと考えている[4]。本公演

ではいくつかの測定例とともにこれらの結果に

ついて議論する。 
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Figure 1. Temperature dependence of the observed 

spectral peak intensity and its radiation frequency 
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